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突
如
、
鬼
が
苑
に
や
っ
て

き
た
。
「
鬼
は
外
！
福
は

内
！
」
と
豆
を
投
げ
、
今
年

も
み
ん
な
に
た
く
さ
ん
福
が

来
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
ま

し
た
。 

二
月
三
日
、
二
十
三
番
館

で
は
男
性
利
用
者
が
お
面
を

か
ぶ
っ
て
鬼
と
な
り
、
豆
ま

き
を
行
な
い
ま
し
た
。
怖
い

と
い
う
よ
り
お
茶
目
な
赤
鬼

さ
ん
で
し
た
。 

一
月
二
十
一
日
、

利
用
者
が
育
て
て
い

る
小
松
菜
摘
み
を
行

な
い
ま
し
た
。
雑
草

も
丁
寧
に
と
り
、
こ

れ
か
ら
の
成
長
が
楽

し
み
で
す
。 

鬼
が
や
っ
て
き
た 

節
分
、
鬼
御
面 

小
松
菜
摘
み

一
月
十
六
日
、
三
宮

寺
へ
初
詣
に
行
き
ま
し

た
。
真
剣
な
表
情
で
何

を
お
祈
り
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？ 

 

一
月
十
七
日
、「
え

び
す
の
集
い
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
と
も
触
れ
合

う
こ
と
が
で
き
、
賑

や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

え
び
す
の
集
い

初
詣 

そ
の
２ 

  

１ 月

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 詣べた体り

 

 
 
 
 
 

 

初
詣 

そ
の
１

元
旦
に
、
圓
光
寺
へ
初

に
行
き
ま
し
た
。 

温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
を
食

て
、
お
参
り
を
し
ま
し

。
ぜ
ん
ざ
い
効
果
で
身

が
ポ
ッ
カ
ポ
ッ
カ
に
な

ま
し
た
。 
２ 月



 
 

 

 
 

 

 

 

  

 

  

大
福
も
ち 

二
十
三
番
館
の
リ
ビ
ン
グ
に
桜
が
咲
き
ま
し
た
。 

女
性
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
桜
の
花
を
丁
寧
に
作
り
、
時
間

を
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

こ
こ
の
桜
は
い
つ
で
も
満
開
！
利
用
者
の
心
も
満
開
！ 

「
あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ 

ぼ
ん
ぼ
り
に
～ 

お
花
を
あ
げ
ま
し
ょ 
桃
の

花
～
」 

雛
人
形
と
一
緒
に
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。 

 

 

今
が
旬
の
大
粒
苺
を
使
っ
た

苺
大
福
。
「
こ
ん
な
の
め
っ
た
に

食
べ
ら
れ
な
い
！
初
め
て
食
べ

る
！
」
と
み
ん
な
に
大
好
評
で
し

た
。 

ソ
フ
ト
食
、
ミ
キ
サ
ー
食
を
食
べ
て
い
る
利
用
者
に
「
ど
の

よ
う
な
お
や
つ
を
食
べ
て
も
ら
お
う
か
？
」
と
、
介
護
職
員
が

思
考
錯
誤
し
て
作
り
上
げ
た
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ソ
ー
ス
が
か
か
り
、
味
は
絶
品
。
利
用
者
も
に
っ
こ
り
「
お

い
し
い
！
」
と
ご
満
足
の
よ
う
す
。 

 
 

珠
玉
の
一
品 

 

３ 月

 
 
 

年
中
満
開
の
桜 



  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用
者
も
い
ま
し
た
。
お

祭
り
で
定
番
の
焼
き
そ

ば
や
た
こ
焼
き
な
ど
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
こ
ん
な
ん
見
る
ん
初

め
て
。
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。 

菖
蒲
の
花
が
き

れ
い
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。 
☆２１番館の生活日記☆ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

秋たに

五
月
二
十
五
日

は
誕
生
日
。
誕
生
日

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
お

花
と
ケ
ー
キ
で
し

た
。 

「
来
年
も
再
来
年

も
、
ず
っ
と
元
気
な

笑
顔
を
み
せ
て
下

さ
い
ね
。
」 

 

犬まびつ振た

六
月
九
日
、
栗

林
公
園
へ
菖
蒲

見
学
に
行
き
ま

し
た
。
天
気
は
残

念
な
が
ら
曇
っ

て
い
ま
し
た
け

ど
、
た
く
さ
ん
の

二
十
一
番
館
は
全
ユ
ニ
ッ
ト
の
中
で

と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
で
、
料
理
好
き
、
お
し
ゃ
べ
り
好
き

あ
い
あ
い
と
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す

ニ
ッ
ト
炊
飯
や
手
作
り
お
や
つ
で
は
、

理
し
て
く
れ
て
、
職
員
が
手
伝
う
必
要

パ
ワ
フ
ル
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
焼
き
お

パ
フ
ェ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
主
婦
の
血
が
騒
ぐ
方
も
多
い

を
し
よ
う
と
す
る
と
積
極
的
に
申
し
出

物
を
た
た
ん
だ
り
、
テ
ー
ブ
ル
拭
き
な

 

 

九
月
十
九
日
に
苑
で

祭
り
が
あ
り
ま
し

。 き
れ
い
に
装
い
、
中

は
お
化
粧
も
し
た
利

十
月
三
十
一
日
、
み

ん
な
で
コ
ス
モ
ス
見
学

に
出
か
け
ま
し
た
。
あ

た
り
一
面
の
コ
ス
モ
ス

を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
み
ん
な
び
っ
く
り

 

価
は
☆
星
三
つ
☆
で

す
。 

も
唯
一
、
全
員
が
女
性

女
性
ば
か
り
と
い
う
こ

な
利
用
者
が
多
く
和
気

。
ユ
ニ
ッ
ト
で
行
う
ユ

自
分
か
ら
率
先
し
て
料

が
な
い
く
ら
い
み
ん
な

に
ぎ
り
や
巻
き
寿
司
、

よ
う
で
、
職
員
が
家
事

て
来
て
く
れ
て
、
洗
濯

ど
を
し
て
く
れ
ま
す
。

おたタまおり

自
宅
で
飼
っ
て
い
た

に
久
し
ぶ
り
に
会
い

し
た
。
犬
も
待
ち
わ

て
い
た
の
か
、
飛
び

い
て
き
て
し
っ
ぽ
を

っ
て
喜
ん
で
い
ま
し

。 
一
月
十
三
日
、
焼
き

に
ぎ
り
を
作
り
ま
し

。
隠
し
味
と
し
て
バ

ー
と
味
噌
を
つ
か
い

し
た
。 

み
ん
な
で
協
力
し
て

い
し
い
焼
き
お
に
ぎ

が
で
き
ま
し
た
。
評



ユニット炊飯❤

 

♥もちもちぜんざい ♥ほっとハートケーキ 

 
 
 
 
 
 
 

♥三角焼おにぎり

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ♥ボリューム満点ハンバー
 

手作り

り

作

ンブランや押し寿司、ピザ等の難しいクッキン

 

♥イチゴとバナナのチョコフォンデュ

グ

クッ
グにも挑戦し
♥ふわふわお好み焼き 
利用者より「あれ食べたい！」「これ作りたい！」とリクエストがあったものを、『ユニット炊飯』『手作

おやつ』として利用者と職員が協力し作っています。 
クッキング内容については、栄養士にアイデアを出してもらったり、指導してもらい、思考錯誤しながら

っています。フライパンで炒めたり、包丁で切ったりと利用者も積極的に取り組んでもらっています。モ
キング❤
ました。どれも栄養と愛情満点の一品でした。



 

様
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
・ 

シ
ー
フ
ド
カ
レ
ー

・ 

ひ
じ
き
大
根 

・ 

南
京
サ
ラ
ダ 

・ 

バ
ナ
ナ 

カ
レ
ー
定
食 

・ 

親
子
丼 

・ 

山
芋
そ
ぼ
ろ
煮
込
み 

青
梗
菜
の お

か
か
和
え 

味
噌
汁 

み
か
ん 

親
子
丼
定
食 

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
苑
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

（
℡ 

8

3

2
‐
5

5

0

0
） 

こ
の
度
、
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
様
の
助
成
事
業
と

し
て
、
当
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
浴
室
に
車
椅
子
入
浴

装
置
「
チ
ェ
ア
ー
イ
ン
バ
ス
」
を
新
し
く
設
置
し
ま
し
た
。 

こ
の
浴
槽
は
、
入
退
浴
時
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

と
、
入
浴
者
か
ら
も
進
行
方
向
が
確
認
で
き
、
不
安
感
を
抱
か

せ
る
こ
と
な
く
、
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
に
と
っ
て
も
入
退
浴
時
の
搬
送
車
の

操
作
が
、
確
認
し
な
が
ら
行
え
る
安
全
な
操
作
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

助
成
し
て
下
さ
い
ま
し
た
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団

お
知
ら
せ 

② 

る
こ
と
で
、
ゴ
ミ
袋
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。 

・ ・ 

酢
の
物 

・ 

味
噌
汁 

さ

栄養士・調理員による愛情こもったメニュー紹介 
・ ・ 
・ ・ ・ 
二
月
十
日
よ
り 

『
チ
ャ
リ
カ
ポ
イ
ン
ト
制
度
』 

が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
あ
ま
か
ら
チ
ャ
リ
ン
コ
プ
レ
ー
ト
を
付
け
た

自
転
車
を
使
用
し
て
、
チ
ャ
リ
カ
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

お
知
ら
せ 

① 

ご
は
ん 

さ
ば
の
生
姜
煮 

大
根
の
薄
味
煮 

ば
定
食 



           

 

入

居

中

の
医

療

に
関

す

る

内

容 

利
用
者
と
の
人
間
関
係
に
関
す
る
内
容 

施

設

の
対

応

に

関

す

る

内

容 

職

員

の
対

応

に

関

す

る

内

容 

介

護

方

法

に

関

す

る

内

容 

０
件 

０
件 

１
件 

０
件 

０
件 

  

苦
情
受
付
状

平
成
二
十
二
年
一
月
～
三
月

況 

 
 
 
 
 

 
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、
身
体
面
（
入
浴
・
オ
ム
ツ

交
換
）
や
生
活
面
（
掃
除
・
洗
濯
・
調
理
）
等
、
身
の
周
り
の
お
世
話

を
い
た
し
ま
す
。 

 

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
、
安
心
し

て
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

・介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
ご
相
談 

・サ
ー
ビ
ス
（ケ
ア
プ
ラ
ン
）作
成
を
い
た
し
ま
す 

 老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

援

タ

 

・老
人
介
護
支

セ
ン

ー

 
 

 
 

 
 

 
   

赤
木  

苗  

℡ 

8

3

2
‐
5

4

0

0 

早

サ

ビ

 

・ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

ー

ス

 
 

 
 

 
 

 
   

堀  

麗
子 

 
 

℡ 

8

3

2
‐
5

7

6

8 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
多
く
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
パ
ワ
ー
全
開
で
、
利
用
者
に
毎
日
楽
し
く
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 
 デ

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で 

育
て
て
い
る
亀

 の

『つ
っ
く
ん
』 

で
す
。 
ーまけおさ
苦
情
・
要
望
等
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
事
業
所
の
受

付
担
当
者
（
左
記
参
照
）
ま
で
、
お
電
話
で
も
お
越
し
い
た
だ
い
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

も
構

 ・特
別
養
護
老

ホ

・シ

ー

 
 

 
 

 
 

 
  

 

駒
井 

伸

 
 

℡ 

8

3

2
‐
5

5

0

0 

人

ー
ム

ョ

ト
ス
テ
イ 

行

ス
セ

ー 

・デ
イ
サ
ー
ビ

ン
タ

 
 

 
 

 
 

 
   

河
野  

敬

  

℡ 

8

3

2
‐
5

6

8

0 

三

 
イ
サ
ー
ビ
ス 

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

祝
日
も
営
業
）
デ
イ
サ

ビ
ス
を
開
所
し
て
お
り

す
。
見
学
等
も
随
時
受

付
け
て
お
り
ま
す
の
で

気
軽
に
ご
相
談
く
だ

い
。 



‐‐‐
寄
付
・
慰
問
‐   
寄寄
付付
・・
慰慰
問問
‐‐

あ
た
た
か
い
御
厚
情
の
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 

[

平
成
二
十
二
年
一
月
～
三
月] 順

不
同 

《
寄
付
物
品
》 

大
井
八
重
子
様
、
平
尾
美
純
様
、
吉
川
満
浩
様
、
介
護
シ
ョ
ッ
プ
ほ
ほ
え
み
様
、
久

保
節
子
様
、
㈱
ト
ー
カ
イ
様
、
竹
内
茂
様
、
渡
辺
様
、
平
井
貞
子
様
、
橋
本
由
美
様
、

桝
原
ア
サ
ヱ
様
、
佐
藤
惠
一
様
、
高
木
文
子
様
、
日
下
美
千
代
様
、
土
居
好
江
様
、

梶
木
京
子
様
、
太
田
美
津
子
様
、
河
野
登
紀
子
様
、
明
石
英
夫
様
、
森
田
裕
様
、
中

川
忠
士
様
、
津
田
和
美
様
、
滝
川
美
子
様
、
上
原
悦
子
様
、
勝
見
早
恵
子
様
、
田
口

美
喜
子
様
、
山
内
ツ
マ
子
様
、
木
村
明
様
、
松
下
様
、
川
井
利
二
三
様
、
池
内
和
代

様
、
㈱
遠
藤
米
穀
酒
店
様
、
中
塚
孝
様
、
山
本
登
美
子
様
、
澤
井
照
子
様
、
竹
本
敬

子
様
、
高
崎
様
、
総
本
山
善
通
寺
様
、
古
田
裕
子
様 

 

《
寄
付
金
》 

真
砂
皇
子
様
、
佐
竹
克
子
様
、
大
和
流
み
や
び
会
様
、
成
田
山
聖
代
寺
様
、
秋
友
智

恵
子
様 

 

《
御
慰
問
・
御
奉
仕
》 

ボ
ラ
え
も
ん
様
、
古
田
裕
子
様
、
津
田
和
美
様
、
ホ
ピ
村
若
林
一
色
様
、
ど
り
ん
姫

様
、
讃
岐
奇
術
ク
ラ
ブ
様
、
ド
リ
ー
ム
ベ
ル
様 

 

‐
彼
岸
法
要
‐  

  
  
  
  

平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日
、
当
苑
物
故
者

を
偲
ん
で
彼
岸
法
要
を
地
域
交
流
ル
ー
ム
に

て
行
い
ま
し
た
。 

僧
侶
に
よ
る
読
経
の
後
、
大
和
流
み
や
び
会

様
に
よ
る
御
詠
歌
の
奉
詠
も
頂
き
、
参
加
さ
れ

た
利
用
者
の
方
々
も
目
を
閉
じ
手
を
合
わ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

‐‐
彼彼
岸岸
法法
要要
‐‐ 

 
 
 
 

個
人
情
報
保
護
の
為
、
名
称
の
公
表
を
差
し
控
え
た
い
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し
出
下
さ
い
。 
＊4 月 1 日現在 特養の現状＊ 
≪配食ボランティアさん募集≫ 
法寿苑では、木太地区の高齢者を対象に手作りのお弁当（昼食）をお

届けしています。つきましてはお弁当配達のご協力をお願いしていま

す。ご協力していただける方は下記までご連絡ください。 
（配達希望日時） 
月～土曜日（祝日は除く）の 11:45～12:30 の間で配達可能な方

問い合わせ：法寿苑老人介護支援センター TEL087-832-5400

 男 性 女 性 全 体 

入所者数（人） 10 40 50 

平均介護度 3.50 3.58 3.56 

平均年齢（歳） 82.6 86.5 85.7 

最高齢（歳） 92 105  

最低齢（歳） 65 66  

 

特別養護老人ホーム 法寿苑 
〒760-0080 高松市木太町 7 区 3308 番地 
(代表) TEL : 087-832-5500 

FAX : 087-832-5530 
 
法寿苑デイサービスセンター 

TEL : 087-832-5680 
法寿苑老人介護支援センター 

TEL : 087-832-5400 
法寿苑ヘルパーステーション 

TEL : 087-832-5768 
 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kouzenkai.jp 
(弘善会ホームページよりお入りください)

E-mail houjyuen@kouzenkai.jp 

 

http://www.kouzenkai.jp/
mailto:houjyuen@kouzenkai.jp



